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(57)【要約】
【課題】適切に時刻調整を行なう圧測定装置を提供する
。
【解決手段】血圧計は、測定結果と測定日時とを対応付
けて記憶し、測定結果が記憶されていない時間帯、つま
り血圧計が使用されていない時間帯が、時刻調整のタイ
ミングに設定される。血圧計は電波時計機能を備えて、
時計機能で計時される現在時刻が上述のタイミングであ
る場合に（Ｓ４０１でＹＥＳ）、電波時計機能から時刻
信号を取得し（Ｓ４０３，Ｓ４０５）、取得した時刻信
号の日時が記憶されている最新の測定結果の測定日時よ
りも後の場合に（Ｓ４０７でＮＯ）、取得した時刻に調
整する（Ｓ４０９）。取得した時刻信号の日時が最新の
測定結果の測定日時よりも以前の場合には（Ｓ４０７で
ＹＥＳ）、時刻調整を行なわない。
【選択図】図７
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　血圧を測定する血圧測定手段と、
　現在時を計時する計時手段と、
　前記血圧測定手段での測定結果と、前記計時手段から得られる前記測定時を示す測定時
情報とを対応付けて記憶する記憶手段と、
　前記計時手段で計時される現在時を設定時とするよう調整する調整手段とを備え、
　前記調整手段は、前記設定時と前記記憶手段に記憶される測定結果に対応付けられてい
る前記測定時情報との関係に基づいて、前記調整を行なうか否かを判断する判断手段を含
む、血圧測定装置。
【請求項２】
　前記判断手段は、前記設定時が、前記記憶手段に記憶される測定結果のうちの最新の測
定結果に対応付けられている前記測定時情報の示す測定時よりも以降である場合に前記調
整を行ない、前記測定時情報の示す測定時よりも以前である場合に前記調整を行なわない
と判断する、請求項１に記載の血圧測定装置。
【請求項３】
　前記判断手段は、前記記憶手段に記憶される測定結果に対応付けられている前記測定時
情報から得られる測定時の分布に基づき、前記設定時が、前記記憶手段に記憶されている
前記測定結果が所定数よりも少ない時間帯にある場合に、前記調整を行なうと判断する、
請求項１または２に記載の血圧測定装置。
【請求項４】
　前記判断手段は、前記設定時が所定時間帯にある場合に、前記調整を行なうと判断する
、請求項３に記載の血圧測定装置。
【請求項５】
　前記判断手段は、前記記憶手段に記憶されている測定結果が所定数以下である場合に、
前記調整を行なうと判断する、請求項１に記載の血圧測定装置。
【請求項６】
　標準電波を受信する受信手段と、
　前記標準電波より得られる時刻信号に基づいた前記設定時を取得する取得手段とをさら
に備える、請求項１～５のいずれかに記載の血圧測定装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は血圧測定装置に関し、特に、時刻調整を行なう機能を備えた血圧測定装置に
関する。
【背景技術】
【０００２】
　血圧は循環器疾患を解析する指標の１つである。血圧に基づいてリスク解析を行なうこ
とは、たとえば脳卒中や心不全や心筋梗塞などの心血管系の疾患の予防に有効である。特
に、早朝に血圧が上昇する早朝高血圧は心臓病や脳卒中などに関係している。さらに、早
朝高血圧の中でも、モーニングサージと呼ばれる起床後１時間から１時間半ぐらいの間に
急激に血圧が上昇する症状は、脳卒中との因果関係があることが判明している。
【０００３】
　そこで、時間（生活習慣）と血圧変化との相互関係を把握することが、心血管系の疾患
のリスク解析に有用である。そのため、長期間にわたり、連続的に血圧測定することが必
要となってきている。上述の必要性を鑑みて、本願出願人は、先に、内部に時計機構を持
ち、測定した日時と血圧値とを関連づけて記録し、日時と血圧値との関係からリスク解析
を行なう機能を搭載した血圧計を発明し、特開２００４－２６１４５２号公報（以下、特
許文献１）にて公開している。しかしながら、時計機構の精度により、使用している間に
徐々に時刻が狂っていくこと場合もあり得る。
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【０００４】
　そこで、特開２００５－２２４４４０号公報（以下、特許文献２）は、血圧計の時計調
整機構として電波時計を搭載し、標準時刻の電波を受信して自動的に時計を調整する機構
を設けた血圧計を開示している。これら文献に開示された技術は、電波時計の搭載によっ
て、使用する前に時計を調整する必要をなくすことが、その目的となっている。
【特許文献１】特開２００４－２６１４５２号公報
【特許文献２】特開２００５－２２４４４０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、特許文献１に開示された電子血圧計は、ユーザが血圧計を使用する前に
時計を手動で設定する必要がある。そのため、時計設定を間違えたまま測定されると、正
しくリスク解析できない可能性がある。また、故意に時計設定を変更し、リスク解析結果
を操作することも可能である。
【０００６】
　また、特許文献２に開示された血圧計に搭載される電波時計は、基本的に、標準時刻の
電波を受信して解析し、その情報により時計を調整する構成となっている。したがって、
時刻を常に正確に保持するために１日に複数回、たとえば１時間に１回等のペースで調整
を行なう必要がある。ここで、通常の時計であれば、１日の間のいつでも調整しても問題
は発生しない。しかしながら、血圧計の時刻調整のタイミングには注意が必要である。な
ぜなら、血圧値の日時によるトレンド（時間経過による傾向）もリスク解析の上で重要な
データであるため、たとえば、複数回測定している場合、測定と測定との間に時刻調整が
行なわれて測定の前後関係が変わってしまうと、トレンドデータとして使用できなくなる
ためである。
【０００７】
　本発明はこのような問題に鑑みてなされたものであって、時計機能を備えた血圧測定装
置における時刻調整を適切に行なうことのできる血圧測定装置を提供することを目的とす
る。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記目的を達成するために、本発明のある局面に従うと、血圧測定装置は、血圧を測定
する血圧測定手段と、現在時を計時する計時手段と、血圧測定手段での測定結果と、計時
手段から得られる測定時を示す測定時情報とを対応付けて記憶する記憶手段と、計時手段
で計時される現在時を設定時とするよう調整する調整手段とを備え、調整手段は、設定時
と記憶手段に記憶される測定結果に対応付けられている測定時情報との関係に基づいて、
上記調整を行なうか否かを判断する判断手段を含む。
【０００９】
　好ましくは、判断手段は、設定時が、記憶手段に記憶される測定結果のうちの最新の測
定結果に対応付けられている測定時情報の示す測定時よりも以降である場合に上記調整を
行ない、測定時情報の示す測定時よりも以前である場合に上記調整を行なわないと判断す
る。
【００１０】
　好ましくは、判断手段は、記憶手段に記憶される測定結果に対応付けられている測定時
情報から得られる測定時の分布に基づき定時が、前記記憶手段に記憶されている測定結果
が所定数よりも少ない時間帯にある場合に、上記調整を行なうと判断する。
【００１１】
　より好ましくは、判断手段は、設定時が所定時間帯にある場合に、上記調整を行なうと
判断する。
【００１２】
　好ましくは、判断手段は、記憶手段に記憶されている測定結果が所定数以下である場合
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に、上記調整を行なうと判断する。
【００１３】
　好ましくは、血圧測定装置は、標準電波を受信する受信手段と、標準電波より得られる
時刻信号に基づいた設定時を取得する取得手段とをさらに備える。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明によると、時計機能を備えた血圧測定装置において時刻調整を行なう際に、記録
されている血圧値のトレンドを不用意に、または、故意に変更することを防止できる。そ
のため、血圧値のトレンドによる診断の信頼性を確保できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　以下に、図面を参照しつつ、本発明の実施の形態について説明する。以下の説明では、
同一の部品および構成要素には同一の符号を付してある。それらの名称および機能も同じ
である。
【００１６】
　図１は、本発明の実施の形態にかかる血圧測定装置（以下、血圧計）１の外観の概略図
である。
【００１７】
　図１を参照して、血圧計１は、本体２と、測定部位である上腕に巻付けるカフ５とを備
え、それらがエア管１０で接続される。本体２の正面には、スイッチ等の操作部３と、測
定結果等を表示する表示部４とが配備される。
【００１８】
　操作部３には、電源のＯＮ／ＯＦＦを指示するための電源スイッチ３１、測定の開始を
指示するための測定スイッチ３２、測定の停止を指示するための停止スイッチ３３、およ
び記録されている測定値を呼出して表示させるための記録呼出スイッチ３４などが含まれ
る。
【００１９】
　カフ５には空気袋１３（図２参照）が配置され、カフ５を測定部位である上腕に巻付け
ることで空気袋１３が測定部位に押付けられる。
【００２０】
　図２は、血圧計１のハードウェア構成の具体例を示すブロック図である。
　図２を参照して、血圧計１は、本体２と、測定部位である上腕に巻付けるカフ５とを備
え、それらがエア管１０で接続される。本体２の正面には、スイッチ３１～３４等を含む
操作部３と、測定結果等を表示する表示部４とが配備される。カフ５には空気袋１３が配
置され、カフ５を測定部位である上腕に巻付けることで空気袋１３が測定部位に押付けら
れる。
【００２１】
　空気袋１３は、空気袋１３の内圧変化を測定する圧力センサ２３、空気袋１３に対する
給気／排気を行なうポンプ２１、および弁２２に接続される。圧力センサ２３、ポンプ２
１、および弁２２は、各々、発振回路２８、ポンプ駆動回路２６、および弁駆動回路２７
に接続され、さらに、発振回路２８、ポンプ駆動回路２６、および弁駆動回路２７は、各
々、血圧計１全体を制御するＣＰＵ（Central Processing Unit）４０に接続される。
【００２２】
　ＣＰＵ４０には、さらに、表示部４と、操作部３と、ＣＰＵ４０で実行されるプログラ
ムを記憶したりプログラムを実行する際の作業領域となったりするメモリ６と、測定結果
等を記憶するメモリ７と、時計５２と、電源５３と、電波時計５４とが接続される。
【００２３】
　ＣＰＵ４０は、電源５３から電力供給を受けて駆動する。ＣＰＵ４０は、操作部３から
入力される操作信号に基づいてメモリ６に記憶されている所定のプログラムを実行し、ポ
ンプ駆動回路２６および弁駆動回路２７に制御信号を出力する。ポンプ駆動回路２６およ
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び弁駆動回路２７は、制御信号に従ってポンプ２１および弁２２を駆動させる。ポンプ２
１は、ＣＰＵ４０からの制御信号に従ったポンプ駆動回路２６によってその駆動が制御さ
れて、空気袋１３内に空気を注入する。弁２２は、ＣＰＵ４０からの制御信号に従った弁
駆動回路２７によってその開閉が制御されて、空気袋１３内の空気を排出する。
【００２４】
　圧力センサ２３は静電容量形の圧力センサであり、空気袋１３の内圧変化により容量値
が変化する。発振回路２８は、圧力センサ２３の容量値に応じた発振周波数の信号に変換
され、ＣＰＵ４０に入力される。ＣＰＵ４０は、圧力センサ２３から得られた空気袋１３
の内圧変化に基づいて所定の処理を実行し、その結果に応じてポンプ駆動回路２６および
弁駆動回路２７に上記制御信号を出力する。また、ＣＰＵ４０は、圧力センサ２３から得
られた空気袋１３の内圧変化に基づいて血圧値を算出し、測定結果を表示部４に表示させ
るための処理を行ない、表示させるためのデータと制御信号とを表示部４に出力する。ま
た、ＣＰＵ４０は、血圧値をメモリ７に記憶させるための処理を行なう。その際、ＣＰＵ
４０は必要に応じて時計５２から時刻情報を取得する。また、適宜、時計５２に対して制
御信号を出力し、時刻合わせなどを行なう。
【００２５】
　時計５２はたとえば所定タイミングからの時間経過をカウントすることなどで、現在日
時を管理し、その情報をＣＰＵ４０に入力する。
【００２６】
　電波時計５４は、アンテナを備えた受信機と、マイクロプロセッサとを含む。受信機で
時間情報を含んだ標準電波を受信し、マイクロプロセッサで上記標準電波を解析すること
で時刻信号を得、時刻信号をＣＰＵ４０に入力する。ＣＰＵ４０は、電波時計５４から入
力された時刻信号に基づいて、所定のタイミングで時計５２の時刻調整を行なうための制
御信号を時計５２に対して出力する。時計５２は、上記制御信号に従って時刻調整を行な
う。
【００２７】
　図３は、血圧計１において電源スイッチ３１が操作されてＣＰＵ４０に電源５３から電
力が供給されるタイミングで実行される処理の具体例を示すフローチャートである。図３
のフローチャートに示される処理は、ＣＰＵ４０がメモリ６に記憶されている所定のプロ
グラムを実行することにより実現される。
【００２８】
　図３を参照して、電源がＯＮされると、まず、ステップＳ１０１でＣＰＵ４０において
、メモリ６の作業用の領域を初期化し、圧力センサ２３の０ｍｍＨｇの調整を行なう、な
どの所定の処理化処理が行なわれる。
【００２９】
　ＣＰＵ４０は、操作部３からの操作信号の入力を監視し、測定スイッチ３２が押された
ことを検出すると（ステップＳ１０５でＹＥＳ）、ステップＳ１０７で血圧測定処理を実
行させ、ステップＳ１０９でその結果を表示部４に表示されるための処理を実行して表示
部４に表示させる。そして、ステップＳ１１１で、ＣＰＵ４０は、測定結果を測定時の日
時情報と対応付けてメモリ７の所定領域に書込む。
【００３０】
　なお、上記ステップＳ１０７での血圧測定処理は、一般的な測定処理を採用することが
でき、本発明において特定の処理方法には限定されない。その一例として、図４を参照し
て、始めに、ＣＰＵ４０からの制御信号に従って空気袋１３が設定されている圧力まで加
圧される（ステップＳ２０１）。空気袋１３の内圧が設定されている圧力に達すると（ス
テップＳ２０３でＹＥＳ）、ＣＰＵ４０からの制御信号に従って弁２２によって、空気袋
１３が徐々に減圧される（ステップＳ２０５）。ＣＰＵ４０は、減圧中に得られる空気袋
１３の内圧に重畳した動脈の容積変化に伴う振動成分を抽出し、所定の演算により血圧を
算出し（ステップＳ２０７）、血圧を決定する（ステップＳ２０９）。血圧が算出された
後は、ＣＰＵ４０からの制御信号に従って弁２２が開放され、空気袋１３内の空気が排気
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される（ステップＳ２１１）。
【００３１】
　時計５２での日時管理の精度を保つためには、ＣＰＵ４０において、電波時計５４から
の時刻信号に基づいた時計５２の時刻調整は、たとえば１時間に１回、１日に１回といっ
た、一定間隔で行なわれる必要がある。血圧計１のＣＰＵ４０は、電子血圧計を初めて使
用する時点や、長期間電源が入れられず血圧計１がリセットされた場合には血圧計１に電
源を投入した時点で時刻調整を実施する。また、そうでない場合には、ＣＰＵ４０は、時
刻調整のタイミングを設定するための処理を行なって設定し、現在時刻が上記タイミング
となった時点で時刻調整を実施する。
【００３２】
　図５は、血圧計１において時刻調整のタイミングを設定するための処理の具体例を示す
フローチャートである。図５のフローチャートに示される処理は、所定の時間間隔で行な
われてもよいし、図３に示された一連の処理の後に行なわれてもよい。図５のフローチャ
ートに示される処理もまた、ＣＰＵ４０がメモリ６に記憶されている所定のプログラムを
実行することにより実現される。
【００３３】
　図５を参照して、ステップＳ３０１で、ＣＰＵ４０においてメモリ７がチェックされて
、メモリ７の所定領域に測定結果が記録されているか否かが確認される。その結果、測定
結果が記録されていた場合（ステップＳ３０１でＹＥＳ）、ＣＰＵ４０はステップＳ３０
３で全測定結果を走査して測定時刻の分布を更新し、ステップＳ３０５で測定結果が記録
されていない時間帯、つまり血圧計１が使用されていない時間帯を抽出する。たとえば、
上記ステップＳ３０３で測定時刻の分布が図６に示されるように得られたとすると、ステ
ップＳ３０５では、図６の時間帯Ｔ１である１２：００～１８：００の時間帯と、時間帯
Ｔ２である２２：００～４：００の時間帯とが抽出される。なお、ステップＳ３０３、Ｓ
３０５の処理は、上述のように、メモリ７の所定領域に記録されているすべての測定結果
を用いて行なわれてもよいし、当該処理を行なっている現在日時から所定の時間内の測定
結果、つまり直近の複数の測定結果を用いて行なわれてもよい。
【００３４】
　上記ステップＳ３０３、Ｓ３０５の処理の結果、当該血圧計１の使用されていない時間
帯として複数の時間帯が抽出された場合には（ステップＳ３０７でＹＥＳ）、ＣＰＵ４０
はステップＳ３０９で、そのうちの夜間に最も近い時間帯を時刻調整のタイミングに設定
する。図６の例では、上述の時間帯Ｔ１と時間帯Ｔ２とが抽出されるため、夜間に最も近
い時間帯である時間帯Ｔ２が時刻調整のタイミングに設定される。
【００３５】
　そうでない場合、つまり、１つの時間帯が抽出された場合には（ステップＳ３０７でＮ
Ｏ）、ＣＰＵ４０はステップＳ３１１で、抽出された時間帯を時刻調整タイミングに設定
する。たとえば、図６の時間帯Ｔ１のみが抽出された場合には、時間帯Ｔ１が時刻調整の
タイミングに設定される。
【００３６】
　上記ステップＳ３０１においてメモリ７の所定領域に測定結果が記録されていないと判
断された場合には（ステップＳ３０１でＮＯ）、ＣＰＵ４０はステップＳ３１３で夜間の
時間帯を時刻調整のタイミングに設定する。なお、「夜間の時間帯」としては、たとえば
、図６にも時間帯Ｔ２として示されるように２２：００～４：００の時間帯などが挙げら
れ、この時間帯は、予めメモリ６等に記憶されていてもよい。
【００３７】
　なお、上述の例では、上記ステップＳ３０１でメモリ７の所定領域に測定結果が記録さ
れているか否かでステップＳ３０３とステップＳ３１３とに処理を分岐させるとしている
が、上記ステップＳ３０１では、メモリ７の所定領域に所定数の測定結果が記録されてい
るか否か、や、当該処理を行なっている現在日時から所定の時間内に測定結果が記録され
ているか否か、や、当該処理を行なっている現在日時から所定の時間内に所定数の測定結
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果が記録されているか否か、などで処理を分岐させるようにしてもよい。
【００３８】
　図７は、血圧計１において行なわれる時刻調整の処理の具体例を示すフローチャートで
ある。図７のフローチャートに示される処理は、好ましくは、所定の時間間隔で行なわれ
る。図７のフローチャートに示される処理もまた、ＣＰＵ４０がメモリ６に記憶されてい
る所定のプログラムを実行することにより実現される。
【００３９】
　図７を参照して、ＣＰＵ４０は、所定の時間間隔で、現在時刻が上述の処理で設定され
た時刻調整のタイミングであるか否かをチェックする。そして、そうであることが検出さ
れると（ステップＳ４０１でＹＥＳ）、ＣＰＵ４０はステップＳ４０３で電波時計５４か
らの時刻信号の取得を開始する。ステップＳ４０３では、ＣＰＵ４０が電波時計５４から
、一定の時間間隔で電波時計５４にて受信されている標準電波に基づいた時刻信号の入力
を開始するのでもよいし、ＣＰＵ４０が電波時計５４に対して標準電波を受信させるため
の制御信号を出力してその制御信号に応じた時刻信号の入力を開始するのでもよい。そし
て、時刻信号の受信が完了すると（ステップＳ４０５でＹＥＳ）、ＣＰＵ４０はステップ
Ｓ４０７で、受信した時刻信号が示す日時情報Ｔと、メモリ７の所定領域に記録されてい
る最新の測定結果の測定日時情報ｔとを比較する。その結果、ＣＰＵ４０が、日時情報Ｔ
が測定日時情報ｔよりも以前の日時を示している、つまり、日時情報Ｔが測定日時情報ｔ
よりも過去を示していると判断した場合（ステップＳ４０７でＹＥＳ）、ステップＳ４０
９の時刻調整は行なわれず、処理が終了する。なお、この場合、時計５２の時刻調整が不
可能であった旨のメッセージを表示部４などから出力することが好ましい。
【００４０】
　そうでない場合、つまり、日時情報Ｔが測定日時情報ｔよりも以降を示していると判断
した場合（ステップＳ４０７でＮＯ）、ＣＰＵ４０は、ステップＳ４０９で、電波時計５
４から入力された時刻信号に基づいて、その時刻信号が示す日時情報を現在日時とするよ
うに時計５２の時刻調整を行なう制御信号を時計５２に対して出力して、時刻調整を行な
う。
【００４１】
　血圧計１において以上の時刻調整の処理が行なわれることで、過去にすでに電源がＯＮ
されて時計５２が調整されているが、血圧測定が１回も行なわれていない場合や、測定結
果がメモリ７からすべて消去されている場合は、一般的に血圧計１が使用されていないと
想定される夜間に時刻調整が行なわれる。あるいは、測定結果の記録が所定数よりも少な
い場合や、現在時刻から以前の所定期間血圧測定が行なわれていない場合にも、同様に、
夜間に時刻調整を行なうようにすることができる。また、血圧結果が記録されている場合
には、その記録の測定時間より、測定時間の分布を作成し、その分布より最も血圧計が使
用されていない時間帯が抽出され、その時間帯に調整が行なわれる。このため、たとえば
連続して複数回、血圧測定が行なわれている場合に、その測定と測定との間に時刻調整さ
れて複数回の測定結果の前後関係が入れ替わってしまうなどの事態がなくなり、メモリ７
に記録されている測定結果のトレンドが正確に保持される。
【００４２】
　さらに、血圧計１において以上の時刻調整の処理が行なわれることで、調整後の日時が
記録されている最新の測定結果の測定日時より過去となる場合には時計５２の時刻調整が
行なわれない。そのため、メモリ７に記録されている測定結果のトレンドを確実に保持す
ることができる。
【００４３】
　なお、以上の具体例は、図２に示されるように血圧計１が電波時計５４を備えて電波時
計５４からの時刻信号に基づいて時計５２の時刻を調整する構成である場合の例である。
しかしながら、上述の処理を、通常の、操作部３の図示されない操作ボタンで時計５２の
時刻調整指示を受付ける構成の血圧計にも行なわせることができる。つまり、血圧計１が
電波時計５４を備えておらずに操作部３からの操作信号に基づいてＣＰＵ４０が時計５２
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作信号に基づいてＣＰＵ４０が時計５２の時刻調整を行なう場合についても、同様にして
時計５２の時刻を調整することができる。この場合、上記ステップＳ４０７と同様にして
、ＣＰＵ４０は操作部３からの操作信号に基づいて、受付けた入力された日時情報Ｔを特
定し、入力された日時情報Ｔと、メモリ７の所定領域に記録されている最新の測定結果の
測定日時情報ｔとを比較する。その結果、ＣＰＵ４０が、日時情報Ｔが測定日時情報ｔよ
りも以前の日時を示している、つまり、日時情報Ｔが測定日時情報ｔよりも過去を示して
いると判断した場合には、ＣＰＵ４０は時刻調整を行なわない。そうでない場合、つまり
、日時情報Ｔが測定日時情報ｔよりも以降を示していると判断した場合には、ＣＰＵ４０
は、操作部３からの操作信号より特定される日時情報Ｔ、つまり入力された日時情報Ｔを
現在日時とするように時計５２の時刻調整を行なう制御信号を時計５２に対して出力して
、時刻調整を行なう。
【００４４】
　血圧計１において上述の処理が行なわれることで、血圧計１が電波時計５４を備えてお
らずに操作部３からの操作信号に基づいてＣＰＵ４０が時計５２の時刻調整を行なう場合
や、または電波時計５４からの時刻信号に替えて操作部３からの操作信号に基づいてＣＰ
Ｕ４０が時計５２の時刻調整を行なう場合であっても、調整後の日時が記録されている最
新の測定結果の測定日時より過去となる場合には時計５２の時刻調整が行なわれない。そ
のため、メモリ７に記録されている測定結果のトレンドを確実に保持することができる。
【００４５】
　今回開示された実施の形態はすべての点で例示であって制限的なものではないと考えら
れるべきである。本発明の範囲は上記した説明ではなくて特許請求の範囲によって示され
、特許請求の範囲と均等の意味および範囲内でのすべての変更が含まれることが意図され
る。
【図面の簡単な説明】
【００４６】
【図１】発明の実施の形態にかかる血圧測定装置（以下、血圧計）の外観の概略図である
。
【図２】実施の形態にかかる血圧計のハードウェア構成の具体例を示すブロック図である
。
【図３】実施の形態にかかる血圧計での、電力が供給されたタイミングで実行される処理
の具体例を示すフローチャートである。
【図４】図３の処理のうち、血圧測定処理の具体例を示すフローチャートである。
【図５】実施の形態にかかる血圧計での、時刻調整のタイミングを設定するための処理の
具体例を示すフローチャートである。
【図６】測定時刻の分布の具体例を示す図である。
【図７】実施の形態にかかる血圧計での、時刻調整の処理の具体例を示すフローチャート
である。
【符号の説明】
【００４７】
　１　血圧計、２　本体、３　操作部、３１～３４　スイッチ、４　表示部、５　カフ、
６，７　メモリ、１０　エア管、１３　空気袋、２１　ポンプ、２２　弁、２３　圧力セ
ンサ、２６　ポンプ駆動回路、２７　弁駆動回路、２８　発振回路、４０　ＣＰＵ、５２
　時計、５３　電源、５４　電波時計。
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